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抗結核剤の生体防禦機転に及ぼす影響に関する研究

第5篇Is◎-nicotinicacidhydrazideに つ い て

国 立 愛 知 療 養 所(所 長 久野 馨)

名古屋大学医学部第一講座(主 任 日比野 進)

尾 関 一 郎 ・小 倉 貞 雄

(昭和27年8月12日 受付)

第1章 緒 言

われわれは先に化学療法剤,特 に抗結捜剤の生体防禦

桧翫に及ぼす影 響についての研究をすでに報告したD2)

3)D。 さて1912年 独 乙のILMayerとJ・Mallyに

よ り発見され近時米国のR◎che及 びSquibb両 社の研

究者達と独乙のDomagkに よりて結核症に対して特異

的作用ありといわれるIs◎-llie◎t滅oaeidhydrazide(以

下1・N.A・II.と 略す)に ついて,こ れが生体防禦反応と

しての白血球機能,主 として運動機能と貧喰機能,網 内

系機能に及ぼす影響を観察した。

第2章 。実験材料及び実験方法

被 検 動 物:生 後10カ 月以上の健康 成 熟 家 兎

(体 重2kg前 後)を 実験前3週 聞の観察飼育を行い,実

験は空腹時において行つた◇

実 験 方 法:(A)白 血球遊走速度は杉山氏測定

法$)に従い,仮性エオジン嗜好白血球(以 下仮工白血球と

略す)を 対象とし,1分 聞の遊走速度を測定した◎(B)

白血球貧喰機能は田辺氏の試験管内法のに従い,仮 工白

血球200個 における墨粒負喰率を求めた◎(C)網 内系

機能についてはAdleru.ReimaRnコ ンゴ赤法7)を 用い

て考察 してみた。(実 験方法は第1,2,3,4篇 を参

照の事)

第3章 実 験 成 績

第1碩(A)仮 工白血球遊走速度及び

(B)仮 工白血球墨粒貧喰牽について

1・N・AJLのperc・e・10my溶 液を用い,prokgO.5

Vig,1mg,3my,5mg,10mg,30myの 割合でLN。A.

H・ を健康家苑の大腿に筋肉注射 しそO後 の変化を時間

的に観察し,図 は全て注鮒前値をユ00と し注射後の時間

的経辺による変化を%に て現わした◎

ProkyO・5rna群(第1図)

Ng.1は1時 聞と6時 間で遊走速度及び貧喰率とも軽

度な促進が見られるが♪N◎ ・2は遊走速度では1時 間で

軽度に促進するが10時 問以後はむしろ阻害されている◎

N◎・3の遊走速度及びN◎.2とNo・3の 塁粒貧喰率では

殆んど変化はない◎

Pro如1初9群(第1図)

N・.5の 遊走速度では3時 聞で軽度促進,墨 粒寅喰率

では中等度促進が認められるが,他 の2例 では著変は認

められない◎

Pr◎kg3m .7群(第2図)

全例とも注射陵1時 聞より急激な促進を示 し,遊 走遠

度では10時 聞を頂点 とし,貧 喰率では6～10時 間を

頂点とする高度な促進が認められ,24時 闘 に及ぶ。

Prokg5卿 群(第2図)

No.11は 遊 走速度及び貧喰率 とも10時 聞を頂点とす

る中等度促進を,N◎ ・12は1時 間と3時 間を頂点とする

軽度促進を示 し,Nα10は 両方とも殆んど変化が認めら

れなかつた◎

Proky10ηag群(第3図)

全 例とも遊走速度では1時 問を,貧 喰率では1～6時

問を頂点 とする著明な低下が見られ,大 体注射後10時

聞に及ぶ。

Prokg30mg群(第3図)

全例とも1～3時 聞を頂点とし,10mgi群 より高度な

低下が認められ,24時 聞 で大体注射前に復帰する。

第2項Adユeru.ReimaBnコ ンゴ

赤係数について(第4図)

Prokg3mg,5my,10my筋 肉注射を行い注射前,

後2時 聞,6時 周,24時 問 においてコンゴ赤係数を測定

せる結果は,]?r◎kg3m.qの 中N◎.18は2時 聞で65%

を,No.19は6時 問で70%の 減少を示し,と もに網内

系機能の中等度促進を思わしめる◎Pτokgsmgで は著

変なく,Porky10myで は2例 とも2～6時 間で再び

網内系機能の申等度促進を思わした◎

第4章 総 括 及 び 考 按

以上LN・AJIの 笑験成績と前篇迄に報告した成績と

を総括して按ずると,蒸 溜水,プ ロピレングリコールの

如き溶媒◎プレホルモン,ビ ッィ トリン・ペラニン簿の

内分泌製剤・アドレナ リン・ ピロカルピン等の自律神経

毒。アセトスルファミン,プ ・ミソの如きズルファミン

剤。ビタミンBi等 は白血球の運動機能に殆んど影響は
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見 られ な いが,ト リア ノンは 明 らか にそ れ を 阻害 して い

る◎ それ に反 して オム ニン,ク 鷲 ロマ イ セチ ン,オ ウ レ

オマ イ シ ン,VK,A・O,等 の適 量 は軽 度 促進 を示 し,

パ ス}TBI,ペ ニ シ リ ン♪ セ フ ナラ ン チ ン等 は 中等 度

促 進 作 用 を示 し,ス トマ イ(Prvkg10my)とLN.A.

H。(Preky3mg)は 高 度 促 進 が認 め られ る◎ 白血 球 墨

粒 貧喰 率 に おい て も大 体 同 様 な 傾 向が 見 られ,特 に化 学

療 法 剤 で は オ ウ レ 才 マ イ シ ン,オ ル トア ミノ フ鼠 ノール,

は 申等 度 促 進,ペ ニ シ リン,セ フ ァラ ンチ ン,は 高 度 促

、

三三朧擁 鞠

翼 精露

進,ス トマ イ(Pr◎ky20mg),P.A。S。(ProkgO。1g),

TB1(Prokylm .q),及 びLN.AJL(Pr◎kg3mg)は

全 て 最 高位 を 占め 強 力 な 貧 喰機 能 の促 進 を示 して い る ◎

ア ドラ・・ラ イマ ンの コ ン ゴ赤 係 数 では ス トマ イ(Prokg

100my),パ ス(Pr◎kyO.2g)が 最 も好 成績 を 示 し,

TB1(Proky2栩P),ペ ニシ リン(Prok .q50単 位)}セ

ファ ラ ンチ ン(O・05mg)及 び1・N・AH。(prekg3tw9

及 び10mg)が 網 内 系機 能 の中 等 度 促 進 を思 わ しめ,こ

れ に反 して プ 獅 ミ ン,プ ロ ミゾ ール,オ ル トア ミノ フ畿
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第3図
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第4図sン ゴ 赤 係 数

(ア ドヲー ●ラ イ マ ン)
第5図 仮工白血球遊走速度
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第6図 仮工白血球墨粒貧喰率
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ノールは不良な成績を示 し,ト リアノンはさらに不良な

成績を示している◎以上のことより化学療法剤特に抗結

核剤においては,そ れ等の結核菌に封する抗菌作用め外

に,生 体防禦反応としての白血球機能 ・網内系機能等に

及ぼす影讐 も著明に認められることと併せ考え,さ らに

それ等の使用量についても深い注意を払わなけれぱなら

ないであろう(第1,2,3,4篇 に発表せる薬剤の中抗結

捜剤と1・N・A・H.にっいてのみ第5,6,7図 に示す)。

第5童 結 論

1)1・N・A・H.の 生 体 防 禦 反応 に及 ぼす 影 響 と して 白

血球 遊 走 速 度,墨 粒貧 喰 率,Adleru.Rehn舩nコ ン

第7図 コ ン ゴ赤 係 数

(ア ド ラ ー 。 ラ イ マ ン)
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ゴ赤係数を家兎を用いて測定 し次の如き結果をえた◎

2)仮 工白血球遊走速度はProkg3mgで 高度促進,

ProkgO・5吻 と1m .9は ほとんど変化がないか或いは

軽度促進を示 し,Prokgsmgは 申等度促進,PrO勿10

脚 と30mgは 高度な運動機能の阻害を示 している。

3)仮 工白血球墨粒貧喧率は遊走速度の成績 と大体同

様の経過が認められる◎

4)コ ンゴ赤係数はProkg3myと10mgで 網内系

機能の中等度促進を思わしめ,Pr◎kysmgで は著変は

認められなかつた。

交 献

1)2)3)4)尾 関:結 核,27,4:185,27,5:219,
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昭17.

6)田 辺:日 本 血 液 学 会 雑 誌,2:309,昭13.

7) Adler u. Reimann : Zeit. f. d. ges. exp. 

   Med., 47 : 617, 1925.
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噺 訓 主な小児疾患とその臨淋 第2集 毒鐸顯 匿
本書の第1集 を昭和25年 に上梓 したところ絶讃を博し早速諸方面の方々が主要疾患の追加を出

版するよ5要 望されたので第1集 と同様第2集 も一t般医師 。イγターγ ・医学生諸君の参考にな
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